
 

 

 

～令和３・４・５年度 体育科テーマ～ 

「授業力⇔児童の体力」 
「新しいコツを知れた」「いっぱい練習した」「友達や先生がほめてくれた」「アドバイス

をもらって嬉しかった」「体育の学習が楽しい」「運動が楽しい」「家でもやってみた」……

体育科の目標は児童をこの状態にもってくることです。その基盤を作るのは紛れもな

く私たち教師です。すべての児童に６年間という時間があります。体育科を担当し、指

導評価を行うのは現在のところ担任です。やはり授業力を高めるという視点は重要に

なってくるのではないでしょうか…筋の通った授業づくりをがんばっていきましょう！ 

～上新井小学校体育４原則～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□学習カードの準備・チェックは？ 

□場所の確認・用具・器具の準備は？ 

□朝の健康観察は？保護者からの連絡事項は？ 

□学習の見通しは？ 



 

段
階 

学習内容・活動 

導
入 

１ 集合・挨拶・健康観察 

２ 準備運動（上っ子体操） 

３ 学習の場づくり、用具の準備 

４ 補強運動（ショートダッシュ等・感覚つくりの運動 

展
開 

５ ねらいの確認 

６ メイン活動（課題やめあての活動に取り組む） 

７ 練習の成果の確認（試合・記録会・発表会） 

８ 自己評価・相互評価 

整
理 

９ 整理運動、片付け 

１０ 集合・整理運動・挨拶・健康観察 

注意 用具の準備・片付けは必ず教員が入ります！ 

◎学習カードに対する指導（学校で共通） 

基本→重要なコメントに赤線と◎を！（下部参照）  

「Ｂ評価」 ねらいに対応はしていないが・・・    「Ａ評価」 ねらいに対応している 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時間で「何に」取り組んで、「何

を」身に付けるのかを説明します。 

運動量はで７割確保を目

指しましょう！ 

本時のめあてに対してどうだったかを確認し

ワークシート等に記入させる。 

ねらいに対応はしていない 

「どうやったら点がたくさんとれた？」

とつっこみたくなるふり返り・・・ 

 

アタックする子をなるべく前にこさせ

るために「声」を使うという工夫（具

体的） 

小４ 跳び箱運動 台上前転

における単元のふり返り 

小４ 走・跳の運動 小型ハードル走

における単元のふり返り 


